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日本全土を覆う国土基本図の変遷
アナログからデジタルへ

５万分１地形図

アナログからデジタルへ

1895年
（明治28年）

1964年
（昭和39年）

２万５千分１地形図

（昭和39年）

編集

2007年
（平成19年）

地理空間情報活用推進
基本法制定・施行

2009年

（平成19年） 本法制定 施行

電子国土基本図（デジタルデータ）

（平成21年） 編集
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電子国土基本図のあり方に関する検討について
電子国土基本図（小縮尺の基本図を含む。）は、デジタル時代に対応した、新たな国土の基電子国土基本図（小縮尺の基本図を含む。）は、デジタル時代に対応した、新たな国土の基
本情報であり、地形図・地勢図等の基データとして、また電子国土Webの地図として利用され
ているほか、様々な電子地図の背景図・ベースマップとして用いられている。
電子国土基本図が今後一層利用しやすいものとなるよう、利用者からの意見をもとにしつつ

2万5千分の1地形図 等

電子国土基本図が今後 層利用しやすいものとなるよう、利用者からの意見をもとにしつつ
電子国土基本図のあり方検討会等で検討を行っている。

デジタル（ベクトル）地図デ タ

提供形態電子国土基本図等
デジタル（ベクトル）地図データ

電子国土
基本図

付属
情報

電子国土Web地図

基本図
(基本情報) 基本情報と

重ね合わせ
可能

小縮尺地図小縮尺地図
（20万分の1地勢図等） ・国土の基本現況情報として全国

を統一的に整備し、維持・更新。
・真位置のデータ、基本的な属性

電子地形図 印刷図

画像デ タ

真位置のデ タ、基本的な属性
データの他、縮尺に応じわかりや
すい表現とするための抽出・転移
等のデータも整備。

ザ ズ 対応 国土
平成１９年
地理空間情報活用推進
基本法制定・施行

デジタルの地図
データとしての
活用を促進

画像データ・ユーザーニーズに対応し、国土
地理院保有データの活用等によ
り、GIS等で重ね合わせできるデ
ータを付属情報として別途整備。
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基本法制定 施行 活用を促進

地図として提供するものの表現については、従来の紙の地形図の表現を原点としつつ
、よりよい表現となるよう改良を加え、さらに進化していく方向での取り組みを進める。



国土地理院の提供するデータ・サービスの活用

国土地理院から利用者にとって使いやすい様々な形態で提供するとともに、それらを活用する
民間サービス事業者等のニーズも踏まえて使いやすい形態で提供することによって、国土地理院
が提供する地理空間情報のさらなる活用を推進する。

デジタル（ベクトル）地図データ

データとサービスの提供

活用ツールの開発・提供

民間サービス
デジタル（ クトル）地図デ タ

地図太郎Plus

電子国土Web
地図太郎Plus

Field Access（スマホアプリ）

プリントアウトサービス

データ等の複製・使用等

電子地形図 印刷図

Webサイト作成

分析（報告書） 加工（地図調整）
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「利用者にとって価値ある使いやすい電子国土基本図を目指して」（概要）
－電子国土基本図のあり方検討会 中間提言－

現状

電子国土基本図とは

・地図情報
・正射画像
・地名情報

・紙地図、管内図、庁内GISの背景図
・Web上での情報共有のための背景図
・申請書類の添付地図 等

主な活用事例

「地理空間情報活用推進基本計画」(平成24年3月27日閣議決定)
・・・電子国土基本図の整備・更新・提供の着実な実施、行
政の各分野における企画立案や防災・減災対策等の取組へ
の積極的な利用

地理空間情報活用推進のための電子国土基本図の役割

地名情報 申請書類 添付地図 等

課題

●現状の電子国土基本図は取得項目・表現方法等に課題があり、利用しづらい。
●Web上での提供に加え、範囲・内容を選択可能な画像データ・紙地図としての提供、位置情報（ベクトルデータ）としての
提供が必要。

の積極的な利用

●災害時等に各機関・自治体等間で地図上で情報共有できるベースマップとしての活用が必要。

③提供のあり方①情報項目のあり方 ③提供のあり方①情報項目のあり方
●電子国土基本図の情報について、公共施設の情報を中心として更新
の迅速化を図ることが重要。
●従来の2万5千分の1地形図で記載されていた、実用上役に立つ情報

●以下の3つの方法で提供。
•電子地形図25000(仮称)(画像データ及び出力図)
従来の地形図にかわる役割を果たしつつ、さらに、利用者が表示

②表現 あり方

（送電線、記念碑、植生界等）について、電子国土基本図の情報と重
ね合わせて利用可能な情報（付属資料）として提供。このうち送電線
については今後電力会社から情報提供を受けて更新。

従来 地形図 かわる役割を果たし 、 ら 、利用者が表示
範囲・内容等を選択できるなど、より高度な方法で提供。

•数値地図（国土基本情報）
基本となる地理空間情報をパッケージ化し、かつGISに使える形で
提供。

④災害等での活用のあり方

②表現のあり方
●表現については、従来の地形図をほぼ踏襲しつつ、多くの利用者に見
やすく、分かりやすい表現とする。
●道路は高速道路を緑色 国道を橙色 主要地方道・一般

●地方公共団体に電子国土基本図等地図を提供し、災害時に随時入っ

提供。
•電子国土Webシステムの背景図

●道路は高速道路を緑色 、国道を橙色 、主要地方道・ 般
都道府県道を黄色 で表記。国道番号は標識記号 の表記を標準
。
●鉄道は、JRを旗竿記号で、その他の私鉄を太線記号で表記することを
標準 （ そ 他私鉄 ）

てくる情報のベースマップとしての利用を推進。
●災害時の撮影画像などを一元的に電子国土Webシステムの地図上に
貼り付け、被災状況・支援の状況を地図上で集約する取り組みの技術
的支援を行うことも重要

電子国土基本図の活用による国民の利便性向上、行政の効率化・高度化等に寄与

標準。（JR その他私鉄 ）
●Web上において表示縮尺を考慮した見やすい表現方法についても検討
。

的支援を行うことも重要。

55



電子国土基本図の鮮度の確保に
向けた取り組み向けた取り組み
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電子国土基本図の面的更新と迅速更新

更新に係る資源的制約がある中、費用と効果を踏まえた優先度
の設定が必要の設定が必要

国土管理上重要な内容を優先的に更新することを原則国土管理上重要な内容を優先的に更新することを原則

• 一定の地域の情報を面的に更新面的更新

地方公共団体が実施する都市計画図の更新に合わせ、そのデータ等の活
用を基本に、補完的な空中写真測量等を行い、着実に更新を進めます。

• 特定の地物等の変化部分を更新迅速更新

様々な情報項目に対する更新ニーズ、更新の優先度、情報の入手方法に
応じ、更新費用を踏まえた優先度を設定して、重要な施設の更新を迅速に行
いますいます。
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電子国土基本図の面的更新

都市計画区域等：地方公共団体の都市計画基図のデータ等を活用

都市計画区域以外の区域：空中写真を撮影

着実に
更新都市計画区域以外の区域 空中写真を撮影

電子国土基本図を全体として最新のものにするため、面的な更新を着実に進めます。

更新

 都市計画区域
都市計画基図等の更新にあわせて更新・都市計画基図等の更新にあわせて更新
・前回の更新から一定以上の年月が経過した区域は、都市計画
基図等の有無に関わらずその時点で更新基図等の有無に関わらずその時点で更新。

都市計画区域以外 区域 都市計画区域以外の区域
・前回の更新から11 年以上経過したところについて、変化率が大
きい区域の中で前回の更新年がより古い区域から優先的に更新きい区域の中で前回の更新年がより古い区域から優先的に更新
・前回の更新から一定以上が経過した区域は当年度に空中写真
を撮影しそれにより更新を撮影しそれにより更新。
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効 果（迅速更新のイメージ） 電子国土基本図

電子国土基本図の迅速更新
効 果

施設管理の効率化

（ 速更新 ジ）

施設整備者・管理者

電子国土基本図

施設の整備効果増進

工事図面等を供用開始前に
国土地理院へ提供

・工事図面等をもとに更新

・供用開始に合わせて公開

高速道路

（道路の迅速更新について）

国土地理院へ提供 供用開始に合わせて公開

区分
高速道路

一般国道
都道府県道 その他の道路

大規模な変化

の場合※
供用と同時に更新・提供します 供用後３ヶ月以内に更

新 提供します（※ ）

情報提供があったものについて、

供用後６ヶ月以内に更新・提供し
の場合※１ 新・提供します（※２）

供用後 ヶ月以内 更新 提供

ます（※２）

上記以外

の場合※２

情報提供があったものについて、供

用後６ヶ月以内に更新・提供します。
面的更新で対応します 面的更新で対応します

※１ 大規模な変化の場合とは、道路やインターチェンジの新設、又は車線数の増加を伴う道路形状の変更で、更新すべき距離
が500m以上のもの

※２ CADデータ等により事前に情報提供があったものについては、供用と同時に更新、提供します。 9



電子国土基本図に工事平面図CADデータを貼りこみ

電子国土基本図 工事平面図CADデータ電子国土基本図 工事平面図CADデ タ

両方の図面を

※新東名高速道路
長泉沼津ＩＣ付近

GIS上で重ね合わ
せて更新を実施
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電子国土基本図（更新後の素図）

11



電子国土基本図（更新後の電子地形図）
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電子国土基本図の提供に向けた
取り組み取り組み
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電子国土基本図の提供の考え方
提供形態

デジタル（ベクトル）地図データ
（GIS等における処理・分析等）

提供形態

【公的機関】
・内部業務で利用
・公的サービスで利用
・防災で利用

電子国土基本図

電子国土Web地図
（幅広い縮尺でWeb上で閲覧）

国民国民

電子地形図
【地図会社等】
・ビジネスで利用注）電子国土基本図 内容

電子地形図
（印刷されてわかりやすい表現）

画像データ

・ビジネスで利用注）電子国土基本図の内容
のうち、基本的な項目は「基
盤地図情報」(後述)として位
置づけられる。

印刷図
置 けられる。

国民

14



地図情報も 標高も 地名情報も入 た

数値地図（国土基本情報）の提供

地図情報も、標高も、地名情報も入った、
総合的でかつ最新の地理空間情報を、オンラインで刊行

数値地 （ 土基本情報） 地 情報 数値標高デ タ 地名情報をまとめた

（現在一時販売停止中）

数値地図（国土基本情報）は、地図情報、数値標高データ、地名情報をまとめた
データです。GISにおいて地図データとして利用できるほか、地図としての出力に
も十分利用することが可能。も十分利用することが可能。
データ項目数も、これまでと同等の数値地図（空間データ基盤）の4倍。

これまでの数値地図
「数値地図（空間デ タ基盤）

数値地図（国土基本情報）
「数値地図（空間データ基盤）」

数値地図（国土基本情報）

主なデータ項目主なデータ項目

行政区画 行政界 道路（道路縁 道路中心線） 鉄道中心線

主なデータ項目主なデータ項目

道路 線 鉄道 線 行政区画、行政界、道路（道路縁、道路中心線）、鉄道中心線、
建物（外周線）、建物記号、水涯線、海岸線、水域、河川中心線、公園、
基準点・水準点、標高点、等高線・地形表記、
公称地名、自然地名、注記位置、公共施設、
信号交差点、5m・10ｍ・50ｍメッシュ標高、

行政区画、行政界、道路中心線、鉄道中心線、

交通施設、水域、水涯線、海岸線、河川中心線
、 三角点・水準点、注記位置、公共施設、
メッシュ標高（2秒メッシュ）

送電線、植生界、記念碑 ほか 合計53項目

（データを地図化
したイメ ジ）したイメージ）
（標高データを除く）
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数値地図（国土基本情報）の提供

特長
●位置精度は、都市域では地図情報レベル2500以上（その他は地図情報レベル25000以上）
●国土地理院の最新の更新情報を反映した、日々新しい情報がダウンロード可能な刊行形

特長

●国土地理院の最新の更新情報を反映した、日々新しい情報がダウン ド可能な刊行形
態です。

●GISの構築の基となるベクトル形式のデータであるほか、地図として表現することにも適し
たデータですたデ タです。

●無償提供している簡易表示ソフト（ビューア）により、地図イメージで出力できます。

無償提供 ビ 出力 た 像
日々新しい情報がダウンロード可能な刊行形態！

無償提供のビューアで出力した画像

地図情報が常時更新されます

道路の供用開始にあわせて更新

地図情報が常時更新されます。

購入者が
ダウンロード

地図情報等の更新に
応じ 日々新しい情報応じ、日々新しい情報
をダウンロード可能

16



数値地図（国土基本情報）の提供

データの詳細データの詳細

データ項目 「地図情報」「地名情報」 「メッシュ標高情報」「付属資料（主題情報）」

フォーマット GML形式（JPGIS2.1準拠のXML形式） 及び ｼｪｰﾌﾟﾌｧｲﾙ形式
座標系 世界測地系座標系 世界測地系

提供単位 2次メッシュ （2万5千分1地形図の図郭単位）及び、都道府県
データ容量 30MB～80MB(ZIP圧縮) ：2次メッシュ単位デ タ容量 30MB 80MB(ZIP圧縮) ：2次メッシュ単位
提供範囲 全国

入手方法入手方法

○入手方法
地図センターのHP http://net.jmc.or.jp/ からご注文できます。

○数値地図（国土基本情報）オンライン
２次メッシュ単位でインターネットによる提供 1ファイル 170円（税込）
都道府県（北海道は振興局）単位のDVD版での提供 1枚 7,500円（税込）
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電子地形図２５０００の提供

オンデマンドで作成する
機能を持つ、日々新しい

クリック
機能を持 、日々新しい
画像データの地図です。
H25 ４月に全国刊行H25.４月に全国刊行

（現在一時販売停止中）

注文メニューで
サイズや表現を選べます 18購入!!



電子地形図２５０００の提供

来 来 様従来の地形図（昭和39年以来の様式）
・決まった図郭⇒目的周辺を貼り合わせ
・三色刷⇒建物と道路と地名が黒でみづらい
・更新は数年に一度⇒新しい道路等が入っていない
・書店で販売⇒売っている店が少ない

最
新新
技
術

電子地形図
自由 き 縦 横 を・自由に中心と大きさ（A4～A0）、縦長横長を選べる
・建物の色、陰影の有無等を選べる
・日々更新された最新の地図が入手できる

19

・インターネットで自宅でいつでも購入できる
（・電子国土Webでは表示をとりやめた送電線等も表示できる。）



表現方法の選択－陰影表現

電子地形図２５０００の提供
表現方法の選択 陰影表現

建物をピンク表示・
陰影は緑表示

建物を赤表示・
陰影グレー表示陰影グレ 表示



電子地形図25000の表現表現方法の選択－道路の面塗り

電子地形図２５０００の提供

２万５千分１地形図の表現
電子地形図25000の表現

標準パターン

表現方法の選択 道路の面塗り

（高速道路：緑）
（国 道：橙）
（主要地方道・

・

・

（主要地方道、
都道府県道
：黄）
（有料：道路中

・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・
・

・
・

・

・

・

（有料：道路中
心線上に黒点
表示）

【 参 考 】
選択可能パターン

（高速道路を褐色
にしたもの）にしたもの）

(現行のWeb表現） 21



表現方法の選択－国道番号 電子地形図25000の表現

電子地形図２５０００の提供
表現方法の選択 国道番号
２万５千分１地形図の表現

電子地形図25000の表現

標準パターン

（国道標識を
小 く表 ）小さく表記）

【 参 考 】 選択 能パタ【 参 考 】

（国道番号を

選択可能パターン

（国道番号を
道路縁に（ ）
書きで小さく
表記）

(現行のWeb表現）
22



表現方法の選択－鉄道

電子地形図２５０００の提供

２万５千分１地形図の表現
標準パターン

電子地形図25000の表現
表現方法の選択 鉄道

（ＪＲは旗竿表記、その他の私鉄は太線表記）

選択可能パターン１ 選択可能パターン２
【 参 考 】【 参 考 】

（すべて旗竿表記） （すべて太線表記）(現行のWeb表現） 23



表現方法の選択 崖記号と等高線 電子地形図25000の表現
電子地形図２５０００の提供

表現方法の選択－崖記号と等高線

２万５千分１地形図の表現
標準パターン

電子地形図25000の表現

（主曲線・計曲線両方を崖に重ねる）

選択可能パターン１ 選択可能パターン２

（計曲線のみを崖に重ねる） （等高線はすべて崖記号のところで隠す）
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電子地形図２５０００の提供

データの詳細データの詳細

デ タの種類 地図情報画像デ タデータの種類 地図情報画像データ

データ形式 GeoPDF、TIFF＋TFW、JPG＋JGW

解像度 300dpi、508dpiから選択可能解像度 300dpi、508dpiから選択可能

提供単位 任意図隔（画像サイズはA0～A4、印刷方向は縦/横から選択可能）
又は2次メッシュ定形版

データ容量（1ファイル） 3～15MB程度

提供範囲 全国

入手方法入手方法

○入手方法
地図センターのHP http://net.jmc.or.jp/ からご注文できます。

○提供価格
解像度に関係なく解像度に関係なく、
・1ファイル 170円（A2～A4、2次メッシュ単位定形版）、340円（A1）、680円（A0) （いずれも税込）
･都道府県（北海道は振興局）単位の定形版でのDVD版での提供 1枚 7,500円（税込）
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「電子地形図25000」の販売再開と
れに先立 試用版の提供に いこれに先立つ試用版の提供について

○電子地形図は、登山道、水域等の不具合が発見されたため、○電子地形図は、登山道、水域等の不具合が発見されたため、
5月10日から販売を一時停止中。

○販売の再開に先立ち、電子地形図25000の新しい内容・表現を広く
知っていただくために「電子地形図25000（試用版）」を無償でご提供。
・期間：６月中旬より 1か月間
・ユーザ登録の上、アンケート調査等へのご協力を
お願いしています。

○販売再開は7月中旬予定。既にご購入いただいたお客様へは、
販売再開後修正後のデータをお送りさせていただく予定。

国土地理院ホームページで最新の情報を確認できます
http://www.gsi.go.jp/index.html
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別添１電子地形図（試用版）の出力例

上 郷電子地形図25000（試用版）
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別添３試用版の利用方法の概要
○試用版ページにアクセス ○ユーザログイン ○利用開始（イメージ）○試用版ページにアクセス
※利用開始（６月中旬）までは、利
用登録のみ可能

○ユ ザログイン
（利用条件への同意が
必要）

試用版のご案内

○利用開始（イメ ジ）
電子地形図をお楽しみ
ください

試用版のご案内

試用版を利用試用版を利用

試用版でご提供する地図の表現例
アンケートにご協力を

試用版でご提供する地図の表現例
建物をグレー表示
・陰影なし

建物をグレー表示
・陰影あり

建物をピンク表示・
陰影なし

建物をピンク表示・
陰影あり

お願いします！

・陰影なし ・陰影あり 陰影なし 陰影あり



おわりおわりに
• 国土地理院では電子国土基本図がさらに使い
やすいものとなるよう取り組む所存やすいものとなるよう取り組む所存

–重要な公共施設について迅速な更新を実施
–ベクトルデータ、画像データ、電子国土Web地図

→印刷図も 電子地形図から作成→印刷図も、電子地形図から作成
–十分な品質をもったデータで提供を再開

• 利用者のニ ズに対応し 陰影表示の定形版• 利用者のニーズに対応し、陰影表示の定形版
刊行や、電子地形図の縮尺のバリエーションの
拡充等を検討中
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地形図アンケートについて
建物をグ 表現建物をグレーで表現

→注記を見やすくできないか？注記を見やすくできないか？



建物をオレンジで表現



建物をピンクで表現



陰影のないもの（従来の印刷図の表現）



陰影を表現したもの



陰影を表現したもの


